
















3) 追分俊彦．眼科ケア．大阪：メディカ出版；2020．疾患別 撮影・読影のポイント④黄斑前膜；p. 54-61.
4) 三原美晴．ここがすごい！富山大学附属病院の先端医療．富山大学附属病院．東京：バリューメディカル；
2020 Jun 1．斜視の治療ー斜視；p. 122-3.
5) 柳沢秀一郎．ここがすごい！富山大学附属病院の先端医療．富山大学附属病院．東京：バリューメディカル；
2020 Jun 1．網膜剥離と黄斑疾患の手術治療ー網膜剥離・黄斑疾患；p. 124-5.
6) 林　篤志．RETINA Medicine. 東京：先端医学社；2020 Oct. 網膜静脈閉塞症；p. 57-61.
7) 中村友子．あたらしい眼科　眼科イメージング2020 Q&A．東京：メディカル葵出版；2020 Nov 30．ぶどう膜炎
におけるadaptive opticsの活用法について教えてください；p. 210-7.
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1) Mihara M, Hayashi A, Kakeue K, Tamura R. Changes in the binocular coordination of saccadic eye movement and smooth 
pursuit in patients with acute acquired comitant esotropia after strabismus surgery. ARVO 2020 annual Meeting; 2020 May 
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3) 大塚光哉．専門医試験受験体験談．第70回福井県眼科集談会；2020 Jan 11；福井． 
4) 澁谷法子，東條直貴，林　篤志．術前眼圧16mmHg以下の原発性開放隅角緑内障におけるExpressの治療成績．
第43回日本眼科手術学会学術総会；2020 Jan 24-26；東京． 
5) 沼田彩花，東條直貴，林　篤志．Ex-press挿入部位と角膜内皮細胞減少の相関．第43回日本眼科手術学会学術総会；
2020 Jan 24-26；東京． 
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8) 大塚光哉，東條直貴，林　篤志．Ex-pressとBaerveldtの治療成績の比較．第124回日本眼科学会総会；2020 Apr 
27-May 18；東京（オンライン）．現地開催　2020 Apr 16-19.
9) 福島正樹．外傷性視神経症に対するステロイド投与の治療結果．第124回日本眼科学会総会；2020 Apr 27-May 
18；東京（オンライン）．現地開催　2020 Apr 16-19.
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11) 掛上　謙，三原美晴，林　篤志．融像検査としてのカイロスコープの有用性．第76回日本弱視斜視学会総会　学会；
2020 Jul 3-16；大阪（オンライン）． 
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12) 大塚光哉，本多祐樹，林　篤志．緑内障眼に対するトラベクレクトミー術後の乳頭血管密度変化と眼圧変化の
関係の検討．第71回福井県眼科集談会；2020 Sep 12；福井(オンライン）． 
13) 大塚光哉，本多祐樹，林　篤志．緑内障眼に対するトラベクレクトミー術後の乳頭血管密度変化と眼圧変化の
関係の検討．第31回日本緑内障学会；2020 Nov 5-19；大分（オンライン）．現地開催　2020 Oct  2-4.
14) 東條直貴，林　篤志．露出させないロングチューブ．第31回日本緑内障学会；2020 Nov 5-19；大分（オンライン）．
現地開催　2020 Oct  2-4.
15) 沼田彩花，阿部慎也，中村友子，コンソルボ上田朋子，林　篤志．加齢黄斑変性症例における抗VEGF薬によ
る脈絡膜新生血管面積の変化．第74回日本臨床眼科学会；2020 Nov 5-25；東京（オンライン）．現地開催　2020 
Oct 15-18.
16) 本多祐樹，阿部慎也，中村友子，コンソルボ上田朋子，林　篤志．滲出型加齢黄斑変性症に対する抗VEGF薬の





の長期経時変化．第74回日本臨床眼科学会；2020 Nov 5-25；東京（オンライン）．現地開催　2020 Oct 15-18.
19) 中山真紀子，慶野　博，渡邊交世，安藤良将，林　勇海，阿部慎也，岡田アナベルあやめ．原田病初発例にお
ける中心窩下脈絡膜厚を指標とした臨床後の検討．第74回日本臨床眼科学会；2020 Nov 5-2020 Nov 25；東京（オ
ンライン）．現地開催　2020 Oct 15-18.
20) 四宮加容，杉山能子，佐藤美保，三原美晴，木村亜紀子．斜視教室—2時間目．第74回日本臨床眼科学会；2020 
Nov 5-25；東京（オンライン）．現地開催　2020 Oct 15-18.
21) 掛上　謙，三原美晴，田村了以，林　篤志．両眼開放後の融像過程における衝動性眼球運動と輻湊幅の関係．
第58回日本神経眼科学会総会；2020 Nov 6-14；名古屋（オンライン）．現地開催　2020 Nov 6-7.
22) 片山壽夫，米脇克哉，豊田葉子，土田真紀，三原美晴．三歳児健診での他覚的屈折機器の導入について—富山県
全域への導入を目指して—．第51回全国学校保健・学校医大会；2020 Nov 14；富山（オンライン）． 
23) 小沢玲子，小沢正康，宮腰晃央，稗田　牧，小堀　朗．形状解析を用いた乱視矯正の治療選択—３．第82回富山
眼科集談会；2020 Nov 1515；富山（オンライン）． 
24) 金澤優伸，掛上　謙，三原美晴，柚木達也，林　篤志．眼窩壁骨折術前後における眼球運動サッケードの検討．
第82回富山眼科集談会；2020 Nov 15；富山（オンライン）． 
25) 宮腰晃央，仁井見英樹，上野智浩，柳沢秀一郎，北島　勲，林　篤志．Tm mapping法を用いた眼内炎起炎菌の
迅速な同定・定量法の有用性．第82回富山眼科集談会；2020 Nov 15；富山（オンライン）． 
26) 入江真理，堀　惠一，長井久恵，今井睦人，高島　豊，片山壽夫，林　篤志，追分俊彦．富山県スマートサイ





1) 林　篤志．黄斑疾患の新しい検査と治療．Senju Ophthalmic Seminar2020 in SAGA; 2020 Feb 8；佐賀．
2) 林　篤志．よくわかる最近の眼科治療．下新川郡医師会生涯教育講座；2020 Feb 20；富山．
3) 阿部慎也．診断治療に苦慮している，片眼性ぶどう膜炎．第9回とやまぶどう膜炎治療研究会；2020 Feb 21；富山．
4) 三原美晴．小児の視機能発達をアシストするために．第48回とやま眼科学術講演会；2020 Feb 29；富山．
5) 宮腰晃央．知りたい！治療の最前線　多焦点眼内レンズで眼鏡フリーも可能に．北日本新聞（朝刊）；2020 May 
12；富山．
6) 大塚光哉．緑内障のレーザー治療．第10回富山前眼部クリニック（高岡）；2020 May 14；富山．
7) 宮腰晃央．とやま角膜外来での治療指針2020．第10回富山前眼部クリニック（高岡）；2020 May 14；富山．
8) 柚木達也．『ＤＵＥＳの病態について−眼形成の立場から−』．第73回富山眼科開業医臨床懇話会；2020 Aug 6；富山．
9) 林　篤志．丈夫がいいね　第81部目を健やかに　視神経炎．北國新聞（朝刊）；2020 Aug 8；石川．













13) 林　篤志．黄斑疾患の新しい検査と治療．第93回香川大学眼科研究会；2020 Oct 10；香川（オンライン）．
14) 本多祐樹．『ＡＭＤ症例』．第11回北陸ＡＭＤカンファレンス；2020 Oct 24；富山，京都（オンライン）．
15) 林　篤志．高齢社会の眼の病気．声のライブラリー友の会創立50年記念行事；2020 Oct 25；富山．
16) 柳沢秀一郎．網膜剥離の治療．第74回富山眼科開業医臨床懇話会；2020 Nov 5；富山．
17) コンソルボ上田朋子．富山大学におけるブロルシズマブの使用経験．Novartis Pharma Web Symposium; 2020 Dec 
17；富山（オンライン）．







22) 安宅ひなの．蛍光眼底造影検査　撮影原理と造影所見について　．2020 Dec 28；富山．富山大学附属病院　視
能訓練士学習会
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